
SIP・SBIRにおける点検DBの活用を前提としたプロジェクトの例

SBIRやSIPなどの政府の研究開発プロジェクトでも、点検DBをはじめとするデータを統合して
検索・可視化・共有を行える、UI・UXを備えたプラットフォームを社会実装して、自治体が実施す
る点検・補修を支援することを企図した取り組みが進められている。

【SBIRのプロジェクトの例】

「橋梁・トンネル・道路等インフラメンテナンスのためのデジタルツイン・プラットフォームのシステム及び
インフラ基盤の開発・実証・商用化」（株）SYMMETRY
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【プラットフォーム
の機能例】

【モバイルアプリケーションの機能例】


